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松
・
三
女
夫
婦
と
丹
羽
家
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二
）
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本

昭

 
 
3
 
如
松
・
麗
女
夫
婦
の
養
子
縁
組

 
『
丹
羽
様
御
世
図
書
継
候
覚
書
』
（
以
下
『
覚
書
』
）
は
以
下
の
よ
う
に
始
ま
っ

て
い
る
。
書
簡
中
の
句
読
点
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 
天
明
四
甲
辰
年
、
養
子
之
願
出
、
五
月
状
と
一
緒
に
御
在
所
播
州
三
民
林

直
右
衛
門
殿
へ
向
差
遣
候
処
、
七
月
廿
四
日
日
興
之
御
託
届
之
御
奉
書
八
月

十
五
日
林
氏
6
被
相
達
到
来
。

 
 
天
明
二
年
の
春
、
又
遊
行
し
て
京
よ
り
播
磨
に
い
た
る
と
て
、
都
に
て
は

草
庵
の
家
を
舎
と
せ
り
。
か
へ
る
道
、
兵
庫
に
て
歌
よ
む
人
あ
り
て
、
し
ひ
て

と
“
む
る
に
よ
り
、
四
日
ば
か
り
居
て
、
其
の
所
の
旧
跡
た
つ
ね
な
ど
し
て
後
、

難
波
よ
り
大
和
路
を
経
て
、
初
瀬
の
花
盛
な
る
を
、
た
ち
よ
り
て
見
る
程
、
陸

奥
の
白
河
侯
の
家
士
な
る
人
に
行
き
あ
ひ
け
る
に
、
土
産
に
行
く
べ
し
と
望
ま
 
 
幻

る
・
も
、
い
な
み
が
た
く
短
冊
に
歌
か
き
て
つ
か
は
す
。
此
の
折
も
ま
た
、
後
 
 
口

午
の
記
あ
り
。

天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
は
如
松
・
麗
女
夫
婦
が
養
子
の
書
誤
（
よ
し
か
ね
）

を
迎
え
た
年
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
如
松
夫
婦
が
養
子
縁
組
を
し
た
年
は
、

従
来
天
明
二
年
と
さ
れ
て
い
た
が
、
本
資
料
に
よ
っ
て
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
れ
ま
で
天
明
二
年
説
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

 
発
端
は
麗
女
の
自
伝
の
曖
昧
な
記
述
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
今
、
彼
女
の
自

伝
の
一
本
を
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
か
ら
引
い
て
み
る
。
こ
れ
は
『
和
二
重
編
』

四
十
か
ら
引
い
た
自
伝
『
慶
徳
婦
女
遺
稿
』
で
あ
る
。

 
こ
れ
が
問
題
に
な
る
天
明
二
年
の
記
事
の
初
め
の
部
分
。
こ
の
年
の
二
月
十

五
日
は
午
の
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
夫
婦
の
上
方
旅
行
出
発
の
日
で
あ
る
。
さ

る
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
の
二
月
九
日
、
初
め
の
午
の
日
に
、
夫
婦
は
上
方

行
き
を
試
み
て
い
る
。
麗
女
は
、
そ
の
一
部
始
終
を
『
初
午
の
日
記
』
の
題
で

紀
行
文
に
し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
旅
行
に
基
づ
く
紀
行
文
を
『
後
午
の
日
記
』

と
名
づ
け
た
。
引
用
文
中
、
「
草
庵
の
家
」
と
あ
る
の
は
お
か
し
い
。
こ
こ
は
「
草

山
の
家
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
『
後
駆
の
日
記
』
を
ひ
も
と
く
と
、

 
 
田
中
の
道
を
つ
た
ひ
て
三
条
に
い
た
れ
ば
、
午
の
時
ば
か
り
な
り
。
や
が

 
て
草
盧
先
生
と
ぶ
ら
ひ
け
る
に
、
あ
な
が
ち
に
と
“
め
給
ふ
も
う
れ
し
く
…



と
あ
る
。
（
女
流
文
学
全
集
本
に
よ
る
）
。
京
か
ら
は
、
麗
女
夫
婦
を
絶
家
の
危

機
か
ら
救
っ
た
大
名
・
丹
羽
氏
の
領
地
、
筆
草
に
向
う
。
兵
庫
で
は
葺
草
藩
の

人
々
の
つ
て
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
宿
な
ど
の
便
宜
が
図
ら
れ
た
。

 
再
び
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
の
つ
づ
き
の
部
分
を
見
て
み
る
。

 
五
十
の
時
、
賀
歌
を
お
く
ら
る
。
今
は
五
十
に
も
あ
ま
り
け
れ
ば
、
子
な

ど
養
ひ
て
、
其
の
育
み
に
、
何
事
を
も
捨
か
ぬ
る
や
う
な
れ
ど
、
連
歌
は
良

人
も
こ
の
ま
れ
、
社
中
も
あ
れ
ば
、
す
て
が
た
き
老
の
た
の
し
み
と
な
せ
り
。

 
麗
女
五
十
の
賀
は
、
上
方
旅
行
を
す
る
前
年
、
天
明
元
年
三
月
十
日
号
催
さ

れ
た
。
よ
っ
て
『
遺
稿
』
の
記
述
は
、
時
間
的
に
前
後
が
錯
綜
し
て
い
る
。
そ

し
て
続
く
「
今
は
五
十
に
も
あ
ま
り
け
れ
ば
、
子
な
ど
養
ひ
て
」
と
あ
る
部
分

が
、
養
子
縁
組
天
明
二
年
説
の
根
拠
と
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
旅
行
の
年

が
雲
母
五
一
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
五
十
に
も
あ
ま
り
」
に
当
た
る
と
解
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
「
女
子
大
国
文
」
第
四
号
（
昭
和
三
一
年
七
月
）
に
載
る
千

田
安
子
氏
の
「
荒
木
田
麗
女
年
譜
」
に
は
、
既
に
天
明
二
年
の
欄
に
「
佳
包
（
五

歳
）
を
養
子
と
す
る
」
と
見
え
る
。
以
後
作
ら
れ
た
麗
女
年
譜
は
基
本
的
に
こ

れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
天
明
二
年
前
後
の
『
遺
稿
』
の
記
事
は
、
先
に
見
た
よ

う
に
少
々
錯
綜
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
生
じ
る
余
地
は
充
分
に
あ
る
。

し
か
し
今
後
は
『
覚
書
』
の
記
述
に
よ
っ
て
天
明
四
年
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

 
な
お
佳
包
は
伊
勢
の
野
村
家
か
ら
迎
え
ら
れ
た
。
野
村
家
は
丹
羽
氏
十
二
代

目
・
氏
信
の
三
男
で
あ
る
信
氏
を
初
代
と
す
る
。
伊
豆
野
タ
ツ
氏
の
「
荒
木
田

麗
女
伝
の
研
究
」
（
「
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
十
三
集
 
昭
和
四
五
年

慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家
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十
二
月
）
掲
載
系
図
で
は
、
信
氏
に
つ
い
て
氏
信
次
男
と
あ
る
が
、
丹
羽
茂
久

氏
所
蔵
『
系
譜
井
軍
功
録
』
に
よ
っ
て
訂
正
す
る
。
こ
の
重
氏
か
ら
数
え
て
五

代
目
と
な
る
氏
義
の
次
男
が
佳
包
で
あ
っ
た
。
氏
義
は
神
宮
大
内
人
職
で
あ
っ

た
ら
し
い
が
、
丹
羽
家
と
縁
続
き
で
あ
る
。
麗
女
夫
婦
は
、
こ
こ
で
も
丹
羽
家

の
力
を
あ
お
ぎ
、
そ
の
姻
戚
か
ら
養
子
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

 
冒
頭
の
記
事
に
か
え
っ
て
、
養
子
縁
組
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
「
御
在
所
播

州
三
下
宿
直
右
衛
門
殿
」
は
三
士
の
留
守
居
役
で
あ
る
。
前
章
で
紹
介
し
た
『
丹

羽
様
講
書
出
汐
覚
書
』
に
も
、
そ
の
名
が
見
え
る
。
丹
羽
氏
栄
か
ら
麗
女
が
三

人
扶
持
を
受
け
る
旨
を
報
じ
た
林
か
ら
の
書
簡
が
存
在
す
る
通
り
、
男
女
夫
婦

が
丹
羽
家
に
経
済
的
援
助
を
嘆
願
す
る
運
動
に
協
力
、
夫
婦
と
氏
栄
・
家
老
と

の
間
で
奔
走
し
た
人
物
で
あ
る
。
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青
草
藩
家
老
か
ら
の
手
紙

 
さ
て
林
か
ら
届
い
た
養
子
縁
組
に
関
す
る
奉
書
に
添
え
て
、
家
老
か
ら
の
書

簡
が
舞
い
込
ん
だ
。
以
下
、
本
稿
に
引
い
た
翻
刻
書
簡
中
の
句
読
点
は
、
筆
者

が
読
み
の
便
宜
を
図
っ
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

 
以
別
紙
申
述
候
。
御
自
分
先
祖
江
御
預
被
置
候
 
御
系
圖
不
全
写
被
差
出

逆
様
早
出
候
。

右
者
此
方
御
言
圖
御
見
合
子
相
成
候
事
二
御
座
候
。

一
右
御
釜
圖
認
被
差
出
候
者
、
當
御
代
錆
鼠
御
書
継
雪
加
是
認
被
差
出

 
 
候
様
存
候
。
尤
御
書
継
之
場
江
記
致
被
差
出
候
鷹
峯
候
。

一
 
其
外
帯
来
之
書
物
ホ
も
有
之
候
ハ
・
是
又
写
可
被
羽
出
撃
以
上

 
 
 
 
 
 
 
丹
羽
次
郎
三
郎
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七
月
廿
四
日

慶
徳
藤
大
夫
殿

丹
羽
半
左
衛
門

名
判

名
判

 
慶
徳
家
に
預
け
ら
れ
た
丹
羽
氏
系
図
を
写
し
て
提
出
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼

で
あ
る
。
系
図
を
預
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
稿
1
ー
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
ほ

し
い
。
丹
羽
氏
明
か
ら
数
え
て
十
代
目
・
氏
勝
が
岩
崎
の
城
か
ら
伊
勢
に
逃
れ
、

御
師
・
慶
徳
藤
大
夫
の
も
と
に
匿
わ
れ
た
際
、
万
が
一
を
思
っ
て
系
図
を
一
部

預
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
如
松
代
ま
で
き
ち
ん
と
持
ち
伝
え
て
い
た
こ
と
は

『
丹
羽
様
江
願
姦
曲
覚
書
』
に
明
ら
か
で
あ
る
。

 
そ
の
系
図
を
『
書
継
候
覚
書
』
か
ら
掲
出
す
る
と
、

丹
羽
之
御
家
系
圖
御
紋
九
本
監
事
扇

              一            一           一         一        一      一    一   一 一一

氏氏氏氏氏氏氏直延宝
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郎
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郎
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号
和
泉
守
 
尾
州
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郡
折
戸
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カ
ス

一
 
氏
員
 
氏
従
子
 
假
名
新
介
 
尾
州
愛
智
郡
本
郷
掻
上
城
住

一
 
氏
興
 
氏
員
子
 
假
名
平
左
衛
門
 
尾
州
本
郷
掻
上
城
住

一
 
氏
清
 
氏
興
子
 
号
若
狭
守
 
法
名
椿
岸
道
寿
 
尾
州
住
愛
智
郡
岩
崎

 
 
 
 
 
 
 
城

 
 
 
 
 
 
 
永
禄
二
年
十
二
月
廿
一
日
卒
 
年
七
十
五

 
宇
角
 
氏
清
子
 
号
右
近
大
夫
 
法
名
清
安
道
休
 
住
尾
州
岩
崎
城

 
と
な
る
。
こ
の
系
図
に
書
聖
以
降
、
当
代
・
氏
栄
、
亭
亭
ま
で
を
補
足
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
丹
羽
県
側
の
要
求
で
あ
っ
た
。
「
御
書
継
の
場
え
記
し

致
し
差
出
さ
れ
墨
摺
存
じ
候
」
と
あ
る
の
は
、
補
足
し
た
代
々
の
当
主
名
の
脇

に
官
職
名
や
法
名
な
ど
の
注
記
を
施
す
よ
う
に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

 
次
に
書
簡
の
差
出
人
で
あ
る
二
名
、
丹
羽
次
郎
三
郎
、
同
半
左
衛
門
に
つ
い
 
 
勾

て
言
及
し
て
お
こ
う
。
こ
の
二
人
こ
そ
系
譜
考
証
に
か
か
わ
る
一
連
の
作
業
に
 
 
陀

お
い
て
今
後
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

 
先
の
系
図
の
一
色
氏
兼
の
子
に
勘
次
郎
・
氏
宗
と
半
兵
衛
・
氏
茂
と
が
い
る
。

前
者
・
氏
宗
の
子
で
あ
る
氏
明
が
尾
張
丹
羽
郡
丹
羽
庄
に
移
り
住
ん
で
丹
羽
氏

を
名
乗
っ
た
。
そ
し
て
後
者
、
す
な
わ
ち
氏
宗
弟
の
氏
茂
は
、
甥
の
星
明
を
支

え
る
べ
く
共
に
丹
羽
郡
に
移
っ
た
。
氏
茂
の
子
・
茂
勝
は
主
家
・
氏
従
（
五
代

目
）
の
命
で
本
郷
城
を
築
き
、
茂
勝
の
子
・
茂
昌
は
岩
崎
に
塁
を
築
く
と
い
う

功
が
あ
っ
た
。
氏
茂
か
ら
数
え
て
四
代
目
の
茂
信
は
、

 
 
自
三
次
公
被
預
騎
馬
四
十
六
人
、
於
参
州
伊
保
領
内
、
深
見
・
殿
海
戸
（
殿

 
貝
津
）
・
石
坂
三
村
、
為
千
石
賜
之
為
家
老
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
慶
徳
如
松
が
大
坂
に
お
い
て
写
し
た
家
老
丹
羽
家
の
系
譜
に

よ
る
。
今
回
の
丹
羽
系
譜
考
証
に
か
か
わ
る
九
月
二
八
日
附
丹
羽
次
郎
三
郎
書



簡
に
「
先
年
大
坂
ニ
モ
系
図
掛
御
目
候
」
と
あ
る
も
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
引

用
部
に
は
一
部
誤
脱
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
茂
信
か
ら
家
老
家
と
し
て
の
歴

史
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 
丹
羽
半
左
衛
門
命
毛
は
家
老
家
の
十
一
代
目
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
始
め

忠
三
郎
、
ま
た
勘
解
由
、
半
兵
衛
と
名
乗
る
。
如
松
写
の
系
図
に
は
半
兵
衛
と

あ
る
。
実
は
丹
羽
主
税
氏
慎
の
次
男
で
あ
る
。
系
図
に
は
、
「
明
和
年
中
三
十

石
加
増
賜
之
、
為
家
老
職
。
七
十
石
加
増
、
以
上
二
百
石
ト
ナ
ル
」
と
見
え
る
。

寛
政
十
三
年
一
月
四
日
、
七
四
で
亡
く
な
っ
た
。

 
そ
の
嫡
子
が
次
郎
三
郎
・
丹
羽
茂
生
で
あ
る
。
始
め
常
太
郎
と
名
乗
っ
た
。

家
老
職
百
石
。
文
化
十
二
年
六
月
二
十
二
日
過
六
一
で
亡
く
な
っ
た
（
丹
羽
茂

久
氏
所
蔵
家
老
家
系
譜
を
参
照
）
。

 
 
5
 
丹
羽
次
郎
三
郎
の
別
書

先
の
半
兵
衛
、
次
郎
三
郎
連
名
の
依
頼
状
に
添
え
、
次
郎
三
郎
が
別
書
を
認

め
て
い
る
。
形
通
り
の
挨
拶
の
後
に
、
慶
徳
家
養
子
縁
組
の
こ
と
に
言
及
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
ま
ず
は
紹
介
し
よ
う
。

 
 
貴
様
二
言
段
々
御
老
年
二
付
、
今
度
御
養
子
御
取
組
之
旨
、
委
細
御
廟
出

御
紙
面
之
摘
心
而
致
承
知
、
御
相
鷹
之
御
相
績
も
相
整
、
御
安
堵
之
御
事
と
目

出
度
奉
戴
候
。
御
願
通
相
濟
候
ハ
・
、
や
は
り
是
迄
之
御
住
所
二
御
座
候
哉
。

又
者
御
隠
宅
こ
て
も
心
組
御
座
候
哉
。
定
出
御
風
流
共
之
御
心
懸
も
可
有
と
正

忌
。
御
持
病
其
後
者
御
嵩
無
御
座
候
哉
…
…
御
内
様
へ
も
彼
是
之
趣
く
れ
く

も
宜
七
去
申
候
。
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如
松
は
天
明
四
年
当
時
六
一
歳
、
還
暦
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
経
済
的
危
機
を

乗
り
切
っ
て
も
後
継
ぎ
が
い
な
け
れ
ば
、
結
局
絶
家
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
し
ま

う
。
養
子
を
迎
え
る
こ
と
は
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
書
簡
に
あ
る
通
り
、
持

病
を
も
っ
て
い
た
と
な
る
と
焦
り
は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
如
松
は
、
こ

れ
よ
り
後
十
一
月
二
七
日
附
書
簡
で
も
「
寒
気
故
年
私
義
持
病
差
起
平
臥
之
躰

二
士
座
五
」
と
あ
る
。
そ
ん
な
如
松
に
と
っ
て
伊
勢
に
丹
羽
の
血
を
引
く
大
内

人
が
い
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
養
子
を
迎
え
た
ら
、
そ
の
子
は

実
家
と
丹
羽
家
と
の
縁
を
期
待
で
き
る
か
ら
、
自
分
亡
き
あ
と
も
安
心
で
あ
る
。

し
か
し
主
筋
に
あ
た
る
大
名
家
か
ら
分
か
れ
た
家
と
勝
手
に
姻
戚
関
係
を
結
ぶ

の
に
は
揮
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
丹
羽
三
十
（
一
九
代
目
）
に
縁
組
の
許
可
を
願
っ

た
の
で
あ
る
。

 
な
お
大
内
人
は
「
皇
大
神
宮
に
於
て
は
そ
の
上
首
を
特
に
宇
治
大
内
人
と
稻

し
、
番
長
と
し
て
神
宮
の
守
護
宿
直
に
仕
奉
る
外
、
特
に
大
祭
及
び
幣
使
参
向

の
時
太
玉
串
及
び
天
八
重
榊
血
管
に
供
奉
し
た
り
。
他
の
一
人
は
同
じ
く
宿
直

の
外
、
主
と
し
て
神
戸
調
進
の
神
酒
・
御
賛
等
の
出
納
を
掌
り
、
一
人
は
祭
時

齋
内
親
王
及
び
齋
宮
諸
司
の
供
給
を
専
乱
し
た
り
。
豊
玉
大
神
宮
に
於
て
も
、

同
じ
く
番
直
の
外
、
小
内
人
・
物
忌
等
を
率
み
て
禰
宜
を
副
け
て
大
祭
拉
に
日

別
朝
夕
の
大
御
饅
に
奉
仕
し
、
奉
幣
使
参
向
に
際
し
て
は
昇
殿
し
て
幣
物
を
大

床
に
奉
面
し
た
り
。
」
と
『
神
宮
要
綱
』
（
昭
和
三
年
古
川
書
店
）
に
あ
る
。

ま
た
『
新
任
弁
官
抄
』
神
宮
事
に
「
大
内
入
 
内
外
宮
、
近
代
不
定
数
。
二
筋

任
之
、
同
禰
宜
。
近
代
一
宮
協
働
余
人
。
六
位
補
之
、
兼
権
禰
宜
。
有
欠
、
祭

主
補
之
」
と
見
え
る
。
「
御
相
慮
聖
王
相
績
」
と
書
簡
中
に
あ
る
か
ら
、
年
寄

家
の
師
職
・
慶
徳
家
と
結
び
つ
く
の
に
不
釣
合
い
な
家
柄
で
は
な
か
っ
た
し
、

丹
羽
家
と
し
て
も
抵
抗
は
な
か
っ
た
と
み
え
る
。

（25）
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書
簡
中
「
御
内
様
」
は
も
ち
ろ
ん
麗
女
の
こ
と
で
あ
る
。

 
さ
て
次
郎
三
郎
が
わ
ざ
わ
ざ
別
書
の
形
で
言
い
述
べ
た
か
っ
た
こ
と
は
何
で

あ
っ
た
の
か
。
 
 
 
 
 
 
．

そ
の
理
由
が
以
下
の
部
分
で
明
ら
か
に
な
る
。

 
小
子
御
平
申
度
候
者
、
兼
々
貴
様
御
先
蟹
江
御
預
ケ
被
成
候
御
系
圖
写
候

而
御
貰
難
度
存
居
候
得
共
、
何
こ
も
差
懸
候
事
二
無
之
候
問
、
是
迄
及
延
引

乱
雲
。
然
ル
所
貴
様
こ
も
御
老
年
二
二
今
度
御
養
子
三
聖
、
御
代
も
代
り
候

上
、
御
幼
少
こ
て
者
右
之
趣
（
筆
者
注
：
丹
羽
氏
系
図
考
証
）
申
遣
候
富
者

中
々
存
態
様
二
者
届
兼
、
其
上
貴
様
二
者
一
入
書
物
芸
態
年
来
御
心
懸
之
事

を
急
与
存
罷
在
候
問
、
労
を
以
此
度
御
預
御
系
圖
之
写
江
御
書
継
ホ
も
被
成

型
差
出
候
ハ
・
、
何
共
乍
御
子
忌
、
拙
者
之
薫
習
も
右
同
様
不
学
御
書
被
木

製
下
身
様
奉
頼
候
。
兼
而
御
存
之
通
、
拙
者
家
者
御
先
祖
よ
り
言
分
レ
申
、

格
段
御
心
合
も
有
之
事
書
家
筋
二
て
引
績
、
鈴
木
与
左
衛
門
家
も
類
代
之
旧

臣
故
、
是
迄
誠
二
代
々
無
智
老
職
相
勤
労
候
。
も
は
や
年
数
二
相
成
候
問
、

戦
場
江
罷
出
候
家
連
者
御
家
老
家
三
家
こ
て
余
者
壱
両
軒
も
残
居
候
得
共
、

皆
拙
者
家
之
分
家
末
家
杯
こ
て
殊
更
御
家
老
家
之
三
家
之
軍
功
勲
功
も
存
候

事
故
、
此
末
控
室
古
キ
事
共
申
傳
之
落
ぬ
様
二
致
度
心
願
御
座
候
。

 
つ
ま
り
本
家
の
系
譜
を
差
し
出
す
つ
い
で
に
、
家
老
家
の
方
に
も
同
じ
も
の

を
写
し
て
差
し
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
家
老
家
が
本
家
に

つ
な
が
る
家
柄
で
、
本
家
と
辛
苦
を
共
に
し
発
展
の
礎
を
築
い
て
き
た
歴
史
を

子
孫
に
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
次
郎
三
郎
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

 
書
簡
で
は
家
老
丹
羽
家
に
並
び
鈴
木
と
い
う
家
の
名
が
見
え
る
。
鈴
木
家
は

丹
羽
庄
か
ら
丹
羽
氏
明
に
つ
き
従
っ
て
き
た
旧
臣
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
鈴
木

重
勝
が
丹
羽
三
聖
（
本
家
十
代
目
）
の
娘
を
め
と
っ
て
か
ら
一
族
と
し
て
扱
わ

れ
た
と
い
う
（
吉
田
省
三
『
播
州
三
草
藩
史
（
立
藩
編
）
』
昭
和
五
九
年
 
播

州
三
草
藩
史
刊
行
会
）
。
『
日
進
村
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
重
勝
か
ら
光
澄
、
重

益
と
続
く
が
、
丹
羽
茂
久
氏
蔵
「
系
譜
井
軍
功
録
」
（
氏
福
代
ま
で
の
内
容
は

諸
処
に
伝
わ
る
丹
羽
系
図
・
軍
功
録
と
大
体
同
じ
。
丹
羽
茂
久
黒
本
を
利
用
し

た
の
は
、
次
郎
三
郎
が
編
纂
し
た
形
が
保
存
さ
れ
、
維
新
ま
で
の
書
聖
な
ど
が

見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
）
に
よ
れ
ば
、
光
澄
の
父
は
重
勝
で
は
な
く
「
重
澄
」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
書
で
、
氏
勝
の
一
女
は
織
田
三
蔵
正
俊
、
後
に
改
称

し
て
柘
植
平
衛
門
な
る
人
物
に
嫁
す
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
家
が
丹
羽
本

家
か
ら
嫁
を
迎
え
た
の
は
、
重
書
の
孫
・
光
廣
ら
し
い
。

 
光
廣
の
父
で
家
老
の
重
之
が
寛
永
六
年
夏
、
主
君
・
氏
信
（
十
二
代
目
）
の

大
坂
在
番
中
、
重
病
に
臥
せ
っ
た
。
氏
信
は
重
之
が
憔
悸
の
様
を
見
て
、
そ
の

手
を
と
り
、
鈴
木
家
重
代
に
わ
た
る
主
家
へ
の
忠
節
を
嘉
し
、
一
女
・
鍋
を
光

廣
の
嫁
に
と
ら
す
こ
と
を
告
げ
た
。
そ
の
後
数
日
に
し
て
重
之
は
逝
っ
た
と
い

う
。 

こ
の
鈴
木
家
と
家
老
丹
羽
家
が
代
々
老
職
を
勤
め
て
き
た
。
書
簡
に
は
三
家

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
「
書
庫
候
覚
書
」
は
系
図
考
証
に
ま
つ

わ
る
書
簡
と
提
出
資
料
を
清
書
の
形
で
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
書
写
の
段

階
で
二
を
三
に
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
丹
羽
・
鈴
木
二
家
の
軍
功
は
如
松
が

提
出
し
た
資
料
や
「
丹
羽
軍
功
録
」
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
説
明
は

省
く
。

 
次
郎
三
郎
は
続
い
て
慶
徳
家
へ
の
要
請
を
箇
条
書
き
に
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
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①
丹
羽
氏
系
図
の
写
し
を
家
老
家
に
も
作
っ
て
ほ
し
い
。

②
家
老
丹
羽
家
譜
を
補
訂
し
で
ほ
し
い
。

③
小
牧
・
長
久
手
・
大
坂
の
陣
等
に
お
け
る
主
君
と
家
老
た
ち
の
軍
功
を
詳
し

 
く
記
し
て
ほ
し
い
。

④
小
さ
な
戦
、
さ
し
た
る
軍
功
の
な
い
戦
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
そ
の
様
子
を

 
委
細
に
記
し
て
ほ
し
い
。

⑤
岩
崎
・
伊
保
・
岩
村
時
代
の
丹
羽
家
の
様
子
で
伝
聞
が
あ
れ
ば
、
詳
し
く
記

 
し
て
ほ
し
い
。

⑥
丹
羽
氏
の
源
流
で
あ
る
一
色
氏
は
足
利
幕
府
の
聖
職
家
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、

 
そ
う
な
る
に
到
っ
た
背
景
や
功
績
を
調
査
し
て
ほ
し
い
。

⑦
丹
羽
氏
先
祖
が
慶
徳
家
に
系
図
を
託
し
た
こ
と
や
、
慶
徳
家
の
先
祖
が
丹
羽

 
氏
随
身
と
な
っ
て
出
陣
し
た
次
第
を
教
え
て
ほ
し
い
。

⑧
丹
羽
氏
先
祖
が
慶
徳
家
に
か
く
ま
わ
れ
た
わ
け
を
教
え
て
ほ
し
い
。

⑨
⑧
の
際
に
付
き
従
っ
た
家
臣
の
こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
。

⑩
丹
羽
氏
先
祖
が
伊
勢
を
出
た
後
の
慶
徳
家
の
待
遇
、
な
ら
び
に
、
徳
川
幕
府

 
の
も
と
で
丹
羽
氏
が
伊
保
に
封
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
岩
村
に
移
っ
て
か
ら
の
慶

 
徳
家
の
待
遇
を
教
え
て
ほ
し
い
。

⑪
家
老
丹
羽
家
の
筋
目
の
こ
と
、
軍
功
勲
功
な
ど
に
つ
い
て
伝
聞
が
あ
れ
ば
詳

 
し
く
記
し
て
ほ
し
い
。

 
以
上
の
十
一
ケ
条
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
後
に
如
松
提
出
系
図
な
ら
び
に

文
書
類
と
な
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
が
ど
う
い
う
形
で
実

を
結
ん
だ
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
な
お
系
図
や
文
書
の
表
題
は
『
書
継
候

覚
書
』
に
載
る
十
一
月
二
七
日
附
如
松
書
簡
に
見
え
る
も
の
に
従
っ
た
。

 
①

慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家

2

↓
御
系
図
之
写

↓
新
調
御
系
図

②
・
⑪

 
↓
丹
羽
系
図

↓
丹
羽
家
伝

 ＠＠
1．．
申⑧④
傳・・
へ⑨⑤
之・・
覚⑩⑥

↓
一
色
氏
私
考

丹
羽
氏
先
祖
が
慶
徳
家
先
祖
に
預
け
た
系
図
の
写
し
。

系
図
の
冒
頭
に
は
「
丹
羽
之
御
系
圖
御
紋
九
本
事
書

扇
」
と
あ
る
。
一
色
公
深
か
ら
氏
識
ま
で

系
図
冒
頭
に
は
「
丹
羽
御
家
系
圖
御
紋
九
本
骨
檜
扇
」

と
あ
る
。
清
和
天
皇
か
ら
氏
福
の
子
・
某
ま
で
。

源
将
家
か
ら
丹
羽
茂
生
ま
で
の
家
老
丹
羽
家
系
図
。

茂
宗
が
所
持
し
て
い
た
も
の
を
大
坂
に
て
如
松
が
写

し
た
も
の
。
よ
っ
て
提
出
資
料
で
は
な
い
。
安
井
家

に
は
な
く
、
岩
出
斎
三
郎
氏
旧
蔵
書
の
中
に
含
ま
れ

る
。提

出
資
料
で
は
な
い
。
ま
た
表
題
は
な
く
、
筆
者
が
 
 
勾

仮
題
を
つ
け
た
。
岩
出
斎
三
郎
氏
旧
蔵
書
の
一
。
三
 
 
臣

河
に
お
け
る
丹
羽
氏
が
織
田
氏
と
確
執
し
、
伊
勢
に

潜
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
岩
崎
に
復
帰
す
る
ま
で
の

次
第
を
記
す
。

「
申
傳
之
覚
」
。
慶
徳
家
伝
の
箇
条
書
き
。
丹
羽
氏

先
祖
の
三
河
時
代
の
活
躍
を
記
す
。
丹
羽
氏
が
慶
徳

家
に
潜
伏
し
た
記
事
も
あ
り
。

家
老
家
に
の
み
提
出
。
一
色
氏
の
系
図
を
冒
頭
に
掲

げ
る
。
一
色
氏
の
記
事
を
軍
記
類
か
ら
抜
粋
し
た
も

の
。
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⑩
↓
御
神
領
御
寄
附
御
定
書
写

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
天
正
十
八
年
八
月
廿
日
附
。

 
 
↓
延
實
年
中
古
帳
写
 
延
宝
八
年
十
二
月
八
日
附
の
お
初
繍
帳
。

 
 
 
 
 
 
以
上
の
二
つ
は
明
和
二
年
、
慶
徳
如
松
が
丹
羽
家
に
経
済
的
援

 
 
 
 
 
 
助
を
懇
願
し
た
際
に
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

 
 
以
上
の
う
ち
「
丹
羽
家
伝
」
「
丹
羽
系
図
」
「
一
色
氏
私
考
」
を
除
い
た
も

の
が
丹
羽
本
家
に
提
出
さ
れ
、
家
老
家
に
も
同
じ
も
の
と
「
一
色
氏
私
考
」
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
系
図
、
文
書
類
の
詳
し
い
内
容
と
作
成
過

程
は
追
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

 
 
6
 
家
老
次
郎
三
郎
の
思
い

 
そ
れ
に
し
て
も
、
天
明
四
年
と
い
う
年
に
、
ど
う
し
て
丹
羽
家
は
系
図
の
写

し
提
出
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
丹
羽
家
は
天
明
四
年
よ
り
以
前
、
二
度

ほ
ど
幕
府
に
系
図
を
提
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年

と
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
以
降
、
老
中
・
松
平
定
信
が

諸
家
に
系
図
差
出
し
を
命
じ
る
の
は
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
だ
か
ら
、
天
明

年
中
に
幕
府
か
ら
丹
羽
家
に
系
図
提
出
の
命
が
下
っ
た
こ
と
は
な
い
。

 
次
に
天
明
四
年
当
時
の
丹
羽
家
の
当
主
・
氏
福
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。
丹

羽
茂
久
氏
所
蔵
「
系
譜
井
軍
功
録
」
に
よ
れ
ば
、
天
明
二
年
に
日
光
祭
礼
奉
行

を
勤
め
、
天
明
四
年
四
月
に
は
祭
礼
奉
行
の
三
宅
康
武
・
松
平
直
行
に
万
が
一

の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
こ
れ
に
代
わ
る
べ
く
台
命
を
蒙
っ
て
い
る
。
し
か
し
系

図
を
再
撰
す
べ
き
要
因
と
目
さ
れ
る
記
事
は
な
い
。

 
あ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
慶
徳
如
松
が
丹
羽
の
血
筋
で
あ
る
野
村
家
か
ら
養

子
を
迎
え
る
許
可
を
与
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
慶
徳
家
と
丹
羽
家
と
の
古
い
因

縁
を
丹
羽
本
家
が
再
認
識
し
た
こ
と
で
あ
る
。
家
老
の
次
郎
三
郎
が
書
簡
の
中

で
如
松
の
書
物
調
査
能
力
に
多
大
な
信
頼
を
お
く
文
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

慶
徳
家
が
丹
羽
家
と
の
間
に
古
い
因
縁
を
持
ち
、
重
要
な
古
文
書
を
持
ち
伝
え

る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
古
文
書
や
古
系
図
を
単
純
に
書
写

し
て
ほ
し
い
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
丹
羽
家
が
依
頼
し
た
仕
事
は
文
献
考

証
・
調
査
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
任
に
如
松
は
た
え
え
る
人
物
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
男
が
六
一
と
い
う
歳
に
な
り
、
持
病
を
患
っ
て
い
た
と

な
る
と
、
丹
羽
家
側
が
、
こ
の
際
、
如
松
が
充
分
動
け
る
う
ち
に
、
自
家
に
ま

つ
わ
る
家
伝
を
き
っ
ち
り
し
た
記
録
に
残
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
も
お
か
し

く
な
い
。
し
か
も
天
明
四
年
の
段
階
で
、
如
松
の
妻
・
麗
女
の
文
名
も
名
高
く

な
っ
て
い
た
。
さ
る
天
明
二
年
に
上
方
旅
行
を
試
み
、
夫
婦
で
三
草
に
立
ち
寄
っ

て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
の
最
初
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
京
、
近
江
 
 
剖

の
江
村
北
海
、
龍
出
盧
、
野
村
公
論
、
奥
田
三
角
と
い
っ
た
漢
学
者
と
交
流
、
 
 
臣

豊
宮
崎
文
庫
の
連
歌
会
を
再
興
し
て
い
た
麗
女
は
、
既
に
膨
大
な
物
語
作
品
を

も
草
し
て
い
る
。
そ
ん
な
如
松
の
妻
が
習
得
し
て
い
た
学
芸
を
、
丹
羽
家
が
知

ら
な
か
っ
た
わ
け
は
な
い
。
つ
ま
り
病
弱
な
夫
に
対
す
る
妻
の
応
援
も
又
期
待

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

 
し
か
し
家
老
・
次
郎
三
郎
が
書
い
た
書
簡
の
文
面
か
ら
は
、
自
家
の
勲
功
と

家
柄
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
対
す
る
尋
常
な
ら
ざ
る
思
い
が
読
み
取
れ
る
。
書

簡
の
最
後
に
繰
り
返
し
今
回
の
依
頼
の
わ
け
を
記
す
の
で
あ
る
。

 
此
訳
共
御
頼
申
度
と
申
義
者
前
書
之
電
飾
様
者
年
来
格
段
御
壷
も
の
書
物

も
御
覧
之
上
久
敷
御
勤
之
事
故
、
此
後
論
者
御
代
も
替
り
御
幼
少
二
成
候
二

者
相
知
斎
女
間
、
不
一
通
御
薦
申
述
候
。
其
上
貴
様
御
先
祖
よ
り
之
訳
合
も



格
段
夢
話
、
是
建
も
黒
黒
而
巳
二
成
候
而
ハ
、
た
と
へ
荒
増
之
書
記
斗
こ
て

ハ
後
々
は
申
傳
無
ク
シ
申
候
間
、
是
以
拙
者
方
江
申
蔵
置
候
得
は
宜
敷
声
付

此
段
御
頼
申
遣
候
。
此
訳
貴
様
御
代
な
ら
て
は
と
存
老
鴬
、
兼
而
御
心
安
も

得
御
意
候
二
付
、
労
以
御
面
倒
を
不
顧
御
頼
申
候
。
何
分
宝
は
多
分
一
代
、

家
は
末
代
迄
之
事
、
引
競
も
の
こ
者
難
申
筋
目
之
処
肝
要
丁
付
、
兼
々
心
懸

候
事
故
厚
御
心
得
被
下
、
御
存
候
丈
ケ
御
認
可
被
下
候
。

こ
こ
で
一
旦
書
簡
本
文
は
終
る
の
だ
が
、
尚
々
書
が
あ
る
。

 
兎
角
人
者
行
末
を
第
一
二
相
慎
、
平
常
之
心
懸
・
平
日
之
慎
力
末
々
之
第

一
御
座
候
様
覚
申
候
。
増
而
武
家
者
末
々
を
相
斗
慎
旧
事
、
子
孫
繁
栄
之
肝

要
ゆ
へ
実
・
義
之
二
つ
第
一
之
事
二
御
座
候
。
如
此
御
頼
申
述
候
も
何
卒
相

成
可
申
を
末
々
申
傳
之
消
ぬ
や
う
に
存
、
第
一
御
家
格
御
筋
目
相
知
候
様

弥
々
致
度
奉
存
候
…
…
。

家
の
体
面
を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

 
と
に
か
く
、
こ
の
依
頼
を
承
知
し
た
慶
徳
如
松
は
早
速
系
図
・
軍
功
の
調
査

と
記
録
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
（
続
稿
へ
）

資
料
閲
覧
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

安
井
家

岩
出
家

丹
羽
家
（
埼
玉
県
）

丹
羽
家
（
兵
庫
県
）

に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（29）

 
別
の
尚
々
書
が
本
文
の
頭
よ
り
前
に
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
は
紹

介
す
る
に
及
ぶ
ま
い
。
次
郎
三
郎
が
、
家
老
家
の
筋
目
を
明
ら
か
に
し
て
記
録

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。
当

時
、
次
郎
三
郎
は
三
十
、
而
立
の
歳
で
あ
る
。
父
親
・
半
左
衛
門
も
五
七
歳
で

未
だ
壮
健
で
あ
っ
た
。
家
老
家
の
歴
史
は
維
新
ま
で
綿
々
と
続
く
か
ら
、
そ
の

権
威
が
動
揺
し
た
事
態
も
想
像
し
に
く
い
。
む
し
ろ
問
題
は
慶
徳
家
側
に
あ
っ

て
、
如
松
の
平
常
の
具
合
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
こ
ろ
に
、
多
少
と
も
無
理
を
押

し
て
系
図
・
軍
功
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
1
特
に
家
老
家
分
の
も
含
め
負
担
を
増

や
す
こ
と
一
に
遠
慮
も
あ
っ
た
か
ら
、
い
き
お
い
か
よ
う
な
調
子
で
縷
々
、
武

慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家

2


